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第
12
施
設
群
（
群
長
・
荒
関
１
佐
）
は
、
令

和
３
年
６
月
25
日
（
金
）
北
海
道
空
知
郡
南
富

良
野
町
か
な
や
ま
湖
に
お
い
て
、
群
漕
舟
競
技

会
を
実
施
し
た
。 

 

漕
舟
競
技
会
は
、
渡
河
ボ
ー
ト
の
漕
舟
能
力

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
部
隊
・
隊

員
の
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
（
５
日
間
の
群
集
中
渡
河
野

営
の
最
終
日
に
）
、
か
な
や
ま
湖
の
良
好
な
訓

練
環
境
を
活
用
し
生
地
で
行
っ
た
。 

 

統
裁
官
（
群
長
）
は
、
競
技
開
始
に
先
立
ち

「
勝
利
へ
の
飽
く
な
き
追
求
」
、
「
厳
正
な
勤

務
に
基
づ
く
整
斉
円
滑
な
競
技
運
営
」
、
「
安

全
管
理
・
健
康
管
理
」
の
３
点
を
要
望
し
、
各

中
隊
は
時
間
の
許
す
限
り
、
中
隊
の
「
勝
利
」

の
た
め
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
練
成
を
積
み
重
ね

た
。 

 

競
技
会
は
、
５
コ
中
隊
で
競
い
合
い
、
一

チ
ー
ム
11
名
（
舟
長
・
ろ
手
・
か
い
手
）
編
成

で
行
い
、
各
中
隊
の
猛
者
が
選
出
さ
れ
中
隊
の

名
誉
を
懸
け
た
熱
い
戦
い
と
な
っ
た
。 

 
ス
タ
ー
ト
は
第
３
施
設
団
長
（
浅
賀 

陸
将

補
）
の
号
砲
で
始
ま
り
、
５
舟
が
一
直
線
に
並

ぶ
形
で
の
先
頭
争
い
と
な
っ
た
。
各
中
隊
の
選

手
は
、
最
大
限
の
体
力
と
熟
練
し
た
技
を
駆
使

し
、
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
３
ｋ
ｍ

の
コ
ー
ス
を
最
後
ま
で
漕
ぎ
切
っ
て
ゴ
ー
ル
し

た
。
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
第
３
０

２
坑
道
中
隊
（
中
隊
長
・
松
枝
１
尉
）
で
あ
っ

た
。 

 

第
12
施
設
群
は
、
今
回
の
漕
舟
競
技
会
を
通

じ
、
渡
河
能
力
保
持
の
必
要
性
、
特
に
災
害
派

遣
現
場
に
お
け
る
渡
河
ボ
ー
ト
を
活
用
し
た
救

出
場
面
等
を
想
定
し
、
今
後
も
継
続
的
に
渡
河

能
力
を
向
上
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
で

き
る
能
力
を
保
持
し
て
い
く
。 

 
 

団長 副群長 
 

群長 

第３０２坑道中隊優勝 



令 和 ３ 年 度 演 習 場 春 季 定 期 整 備 
 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
荒
関
大
輔 

１
等

陸
佐
）
は
、
令
和
３
年
５
月
６
日
（
木
）
か

ら
５
月
１
４
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
「
令
和

３
年
度
演
習
場
春
季
定
期
整
備
」
を
北
海
道

大
演
習
場
（
島
松
地
区
）
及
び
孫
別
演
習
場

で
実
施
し
た
。 

 

北
海
道
大
演
習
場
（
島
松
地
区
）
で
は
、

第
２
戦
車
道
（
装
軌
車
道
）
路
盤
強
化
整
備

（
担
任
：
第
３
９
８
施
設
中
隊 

中
隊
長
・ 

井
幡
淳
哉 

１
等
陸
尉
）
を
実
施
し
、
降
雨

に
よ
る
泥
濘
化
を
解
消
す
べ
く
、
「
Ｄ
・
Ｂ

Ｏ
Ｘ
」
と
い
う
民
間
技
術
を
活
用
し
、
路
盤

強
化
と
排
水
性
の
向
上
を
図
っ
た
。 

 

ま
た
、
11
号
道
・
第
２
戦
車
道
（
装
軌
車

道
）
維
持
整
備
（
担
任
：
第
４
０
０
施
設
中

隊 

中
隊
長
・
筒
井
達
也 

１
等
陸
尉
）
、

溜
桝
浚
渫
及
び
埋
戻
し
整
備
（
担
任
：
第
３

０
２
坑
道
中
隊 

中
隊
長
・
松
枝
秀
治 

１ 

等
陸
尉
）
等
に
よ
り
、
荒
廃
箇
所
の
整
備
を

実
施
し
て
訓
練
基
盤
の
充
実
を
図
っ
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

こ
の
間
、
方
面
直
轄
部
隊
に
対
し
、
各
部

隊
担
任
作
業
の
施
設
技
術
指
導
を
実
施
し
て

方
面
の
整
備
能
力
の
向
上
に
努
め
た
。 

 
 

  

孫
別
演
習
場
で
は
、
本
部
管
理
中
隊
（
中
隊
長
・

進
藤
嘉
樹 

１
等
陸
尉
）
及
び
第
３
９
９
施
設
中
隊

（
中
隊
長
・
津
田
憲
二 

１
等
陸
尉
）
が
演
習
場
内

の
倒
木
の
伐
採
、
運
搬
、
集
積
を
実
施
し
て
場
内
の

安
全
化
を
図
っ
た
。 

 

ま
た
、
第
５
旅
団
及
び
第
14
施
設
群
に
対
し
機
械

力
を
も
っ
て
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
習
場
整
備
に

寄
与
し
た
。 

５
月
13
日
（
木
）
に
は
第
３
施
設
団
長
に
よ
る
完
成

点
検
を
受
け
、
「
施
設
の
プ
ロ
と
し
て
、
融
雪
後
、

ま
た
今
後
の
降
雨
期
の
排
水
等
を
考
慮
し
、
引
き
続

き
、
持
て
る
施
設
技
術
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
発

揮
し
て
、
演
習
場
の
道
場
化
を
推
進
せ
よ
。
」
と
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。 

 

本
演
習
場
整
備
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
野
営
せ
ず
に
通
修
で
実
施
し
た
た
め
、
整
備

時
間
が
１
日
約
６
時
間
と
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
第

12
施
設
群
の
高
い
施
設
技
術
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

群
長
要
望
事
項
で
あ
る
、
「
一
丸
と
な
っ
て
整
備
任

務
を
完
遂
せ
よ
。
」
「
施
設
科
の
プ
ロ
と
し
て
、
施

設
技
術
を
積
極
的
に
発
揮
せ
よ
。
」
「
安
全
管
理
・

健
康
管
理
」
を
全
う
し
、
任
務
を
完
遂
す
る
事
が
で

き
た
。 

D-BOX（３９８施中） 伐採木運搬・整備（３９９施中） 

伐採木運搬・整備（本管中） 溜桝浚渫（３０２坑中） 

車両整備（２直支中） 

装輪車道整備（４００施中） 

三浦２尉 
（４００施中） 

吉田３尉 
（３９８施中） 

植田２曹 
（３０２坑中） 

山下１曹 
（本管中） 

工藤３曹 
（３９９施中） 

川田３曹 
（２直支中） 



 ７月２日（金）、第１２施設群（群長・荒関１佐）は、令和３年度新隊員後期教育の訓練開始式を実施した。 
式に参加した３５名の新隊員は、全国各地で実施された一般陸曹候補生課程及び自衛官候補生課程の共通教育を修了す
るとともに、自衛官候補生の隊員は、７月１日付をもって晴れて自衛官（２等陸士）となり、それぞれの駐屯地から本
教育を担任する第１２施設群（岩見沢駐屯地）に集まった。 
 隊員達はまだ、お互いに顔を合わせたばかりで、着隊時にはやや緊張や不安が見受けられたものの、開始式において
は、その緊張や不安を感じる事なく見違える程きびきびとした動作で元気よく申告を行った。 
 群長は式辞の中で、この３カ月間、施設科職種のプロとして己の技を磨き、同期を信頼していついかなる時も団結し
て支え合いながら本教育をやり抜くよう「プロであれ」「一丸」の二点を要望した。新隊員は今日から３カ月間、施設
科技術を磨き、心身を鍛え、有事に戦える戦士としてはもちろんのこと、自然災害等の災害派遣現場においても立派に
従事する事が出来る、プロの施設科隊員として、新たな一歩を踏み出した。 

国家斉唱 集合写真 

隊 友 会 だ よ り 

 
 
 
 

私
の
趣
味
人
生  

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

副
支
部
長 

髙
柳 

敏
光 

 

人
生
１
０
０
年
時
代
の
超
高
齢
社
会
を
生
き
る

私
達
は
、
仕
事
以
外
に
文
化
的
生
活
を
維
持
し
有

意
義
に
日
々
を
楽
し
み
と
し
て
生
き
る
の
だ
ろ
う

か
。
私
は
そ
の
一
つ
は
趣
味
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
趣
味
は
昭
和
35
年
頃
か
ら
全
国
的
・
熱
狂
的

に
流
行
し
た
切
手
収
集
で
す
。
で
も
そ
の
全
国
的

な
流
行
は
昭
和
41
年
頃
に
は
夢
の
よ
う
に
覚
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
（
代
わ
り
に
学
生
運
動
が
起

こ
っ
た
が
）
。
私
の
切
手
収
集
は
中
断
は
何
度
も

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
入
隊
後
の
忙
し
い
隊
務
の
中

で
も
、
ま
た
結
婚
し
家
族
を
も
っ
て
か
ら
も
細
々

と
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
切
手
の
持
つ
魅

力
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

郵
便
切
手
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ

る
。
一
枚
の
切
手
の
中
に
は
、
そ
の
国
の
歴
史
、

文
化
、
伝
統
、
政
治
、
社
会
、
経
済
情
勢
な
ど
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
切
手
は
国

家
が
発
行
す
る
（
日
本
で
は
現
在
、
民
営
の
郵
便

事
業
会
社
が
発
行
し
て
い
る
）
一
種
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
で
あ
り
、
そ
の
国
の
意
味
が
は
っ
き
り
と
現

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
切
手
収
集
の
楽
し
み
と

は
、
古
今
の
文
化
の
香
り
を
居
間
や
自
分
の
部
屋

に
居
な
が
ら
随
時
体
験
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

日
本
切
手
を
中
心
に
収
集
し
て
約
60
年
、
子
供

の
頃
お
年
玉
や
小
遣
い
を
は
た
い
て
購
入
し
た
切

手
、
そ
れ
で
も
手
に
届
か
な
か
っ
た
切
手
も
、
大

人
に
な
っ
て
働
き
給
料
を
得
る
よ
う
に
な
る
と
何

と
か
手
に
入
れ
た
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
て

集
め
た
切
手
を
眺
め
る
と
昔
の
思
い
出
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。
日
本
の
郵
便
切
手
は
デ
ザ
イ
ン
と
印

刷
技
術
か
ら
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
世
界
的
に
屈
指

の
美
し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
達
が
住

ん
で
い
る
国
の
素
晴
ら
し
さ
が
同
時
に
分
か
り
ま

す
。 

 
現
在
私
達
は
、
挨
拶
、
案
内
、
相
談
な
ど
メ
ー

ル
で
済
ま
せ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
美
し
い
切

手
を
貼
っ
た
封
筒
で
送
付
す
る
と
風
情
・
趣
を
増

し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

最
後
に
私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
切
手
・
入
手
に
苦

労
し
た
切
手
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

思
い
で
の
あ
る

切
手
と
入
手
に

苦
労
し
た
切
手 

近影写真、自宅にて 



岩
見
沢
駐
屯
地
の
実
施
す
る 

 

春
の
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隊
友
会
岩
見
沢
支
部 

隊 友 会 だ よ り 

  
隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
春
の
交
通
安
全
運
動
（
４
月
６
～
15
日
）
に
ち

な
み
、
４
月
６
日
（
火
）
の
早
朝
、
岩
見
沢
駐
屯
地
前
に
て
駐
屯
地
と
合

同
で
「
旗
の
波
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

岩
見
沢
駐
屯
地
正
門
前
を
走
る
道
道
岩
見
沢
桂
沢
線
沿
い
に
て
隊
友
９
名

を
も
っ
て
、
駐
屯
地
隊
員
と
と
も
に
通
過
す
る
車
両
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
黄
色
の
「
交
通
安
全
旗
」
の
旗
振
り
を
実
施
し
て
安
全
運
転
の
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
本
行
事
は
岩
見
沢
市
、
北
海
道
警
察
、
道
庁
な

ど
が
主
体
と
な
り
毎
年
春
・
夏
・
秋
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
も
３
密
防

止
に
着
意
し
て
駐
屯
地
前
の
道
路
を
通
過
す
る
車
両
に
対
し
て
安
全
運
行

啓
発
の
旗
振
り
を
力
強
く
行
い
ま
し
た
。 

   

約
30
分
間
の
短

い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
年
齢

56
歳
か
ら
72
歳
ま

で
の
隊
友
は
元
気

に
旗
を
は
た
め
か

せ
ま
し
た
。
通
行

し
た
車
両
約
３
０

０
台
の
中
に
は
手

を
振
っ
て
旗
振
り

に
応
え
る
ド
ラ
イ

バ
ー
・
同
乗
者
が

お
り
意
義
の
あ
る

運
動
と
な
り
ま
し

た
。
本
行
事
参
加

を
通
し
て
支
部
は
、

岩
見
沢
駐
屯
地
と

と
も
に
安
全
運

転
・
事
故
防
止
意

識
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

３９９施中 田部井３曹 
妻 亜梨紗（ありさ）さん 

Ｒ３．３．３入籍 

３９９施中 前田３曹 
妻 美月（みづき）さん 
Ｒ３．４．２２入籍 

本管中 神田２曹 
三男 晴礼（はれ）くん 

Ｒ３．７．６生 

３０２坑中 吉村３曹 
長男 春大（はるた）くん 

Ｒ３．４．３０生 

着 任 部 隊 長 ・ 中 隊 長 紹 介 

第３１４基地通信中隊 
岩見沢派遣隊長 
３尉 村内 勇介 
（８月１日付） 

第１２施設群 
第３９９施設中隊長 
１尉 髙橋 秀一 
（８月１日付） 

第１２施設群 
第３０２坑道中隊長 
１尉 高野 悟 
（８月１日付） 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 
00円 

（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、
部隊の訓練やイベント情報などを随時更新

しています！ 
 

  

ぜひ、ご覧ください！ 

検索 

松 浦  淳 一 

QRコード
あります！ 



★
転 

出
★ 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

行
（
一
）
４ 

佐
々
木
正
和
（
大
和
業
・
大
和
） 

 

行
（
一
）
３ 

林 
 
尚
彦
（
幌
別
業
・
幌
別
） 

 

行
（
一
）
３ 

長
見 

寿
士
（
北
方
総
監
部
・
札
幌
） 

 

行
（
一
）
３ 

片
山 

圭
太
（
函
館
地
本
・
函
館
） 

 

行
（
一
）
３ 

沼
里 

祥
悟
（
函
館
業
・
函
館
） 

 

行
（
一
）
２ 

鎌
田
有
衣
子
（
帯
広
地
本
・
帯
広
） 

 

行
（
一
）
１ 

小
松 

昇
司
（
北
処
・
足
寄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
４
月
１
日
付
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

★
転 

入
★ 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

行
（
一
）
４ 

金
曽
恭
之
介
（
別
海
業
・
別
海
） 

 

行
（
一
）
３ 

湯
田 

純
也
（
北
恵
庭
業
・
北
恵
庭
） 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

行
（
一
）
２ 

逢
坂 

吉
将
（
帯
広
業
・
帯
広
） 

 

行
（
一
）
２ 

緒
方 

亮
汰
（
東
千
歳
業
・
東
千
歳
） 

 

行
（
一
）
２ 

佐
藤 

祐
平
（
函
館
地
本
・
函
館
） 

 

行
（
一
）
１ 

滝
口 

北
斗
（
通
信
学
校
・
久
里
浜
） 

 

行
（
一
）
１ 

舟
木 

奈
実
（
名
寄
業
・
稚
内
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
４
月
１
日
付
） 

 

人  事  往  来 
 

【
第
12
施
設
群
】 

陸
曹
長
へ 

 
 

小
笠
原 

涼
太    

（３
９
８
施
中
） 

 

３
等
陸
曹
へ 

    

宮
田 

  

尚
広 

  

（３
９
８
施
中
） 

陸
士
長
へ 

 
 

佐
久
間 
大
夢  

 

（本 

管 

中
） 

 
 

大
山  

 

唯
人 

  
（３
９
８
施
中
） 

  
 

 

室
井  

 

亮
人 

  
（３
９
８
施
中
） 

 
 

関
谷   

健
蔵 

  
（３
９
９
施
中
） 

 
 

武
田   

浩
輝  

 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

塚
脇   

帆
加   

（３
９
９
施
中
） 

 
 

今
村   

幹
太    

（４
０
０
施
中
） 

 
 

小
林   

海
斗    

（４
０
０
施
中
） 

 
 

丸
島 

光
一
郎    

（３
０
２
坑
中
） 

           

（
以
上
、
４
月
１
日
付
） 

２
等
陸
尉
へ 

 
 

角
田 

 

裕
樹 

   

（３
９
８
施
中
） 

 
 

香
田  

悠
渡 

   

（３
９
９
施
中
） 

 
 

三
浦 

  
 

岳 
   

（４
０
０
施
中
） 

３
等
陸
尉
へ 

 
 

岩
下 

 

栄
市     (

３
９
９
施
中
） 

准
陸
尉
へ 

 
 

桐
谷 

 

嘉
男 

   (

本 

管 

中
） 

陸
曹
長
へ 

 
 

佐
々
木
隆
行 

 
 

（本 

管 

中
） 

 
 

則
元 

 

直
樹 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

坂
本 

 

幸
一 

   

（本 

管 

中
） 

 
 

酒
谷 

 

裕
樹 

   

（本 

管 

中
） 

 
 

阿
部 

 

将
人 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
  

小
山
内
隆
介     

（３
９
９
施
中
） 

 
 

阿
部 

 

靖
一 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

山
田 

 

貴
仁 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

佐
藤 

 

伸
明 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

松
川
敬
太
郎 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

大
淵 

 

祐
作 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 
 

畑 
    

友
貴 

   

（３
０
２
坑
中
） 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

森
下 

   

翔 
 

 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

河
野 

 

惇
矢 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

内
倉 

 

雄
希  

  

（４
０
０
施
中
） 
 

 

立
川   

亮
磨  

  

（４
０
０
施
中
） 

 
 

松
本  

純
稀 

   

（４
０
０
施
中
） 

 
 

木
下  

悠
希   

 

（４
０
０
施
中
） 

    

平
村 

 

一
晋   

 

（４
０
０
施
中
） 

    

昇 

任 

永
年
の
勤
務 

 
 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

異 

動 

定
年
退
官 本部管理中隊 

３尉 吉田 重孝 
（７月１５日付） 

本部管理中隊 
准尉 澤原 智 
（７月２７日付） 

 
 

佐
藤 

  

康
人  

  

（４
０
０
施
中
） 

陸
士
長
へ 

 
 

西
田 

 

晃
樹 

  

（３
９
９
施
中
） 

 
 

花
木 

 

優
耶 

  

（３
０
２
坑
中
） 

 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

陸
曹
長
へ 

 
 

須
合 

 

朋
法 

２
等
陸
曹
へ 

   

田
中 

 

理
恵 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

三
谷 

   
 

保 
  

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】 

陸
曹
長
へ 

 
  

山
下 

 

剛
範 

 
 

 
 

（
以
上
、
7
月
１
日
付
） 

業務隊 
２尉 山本 哲也 
（７月２６日付） 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
曹 

 

浦
東 

勲 
     

（
札
幌
地
本
・
岩
見
沢
） 

 

２
曹 

 

箱
山 

均 
     

（
３
施
設
団
付
・
南
恵
庭
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

２
曹 

 

佐
々
木
一
寿     

（
施
教
隊
・
勝
田
） 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

１
尉 

 

津
田 

憲
二     

（
教
研
本
部
・
目
黒
） 

 

２
曹 

 

金
戸 

一
也     

（
北
処
・
島
松
） 

 

２
曹 

 

鈴
木 

春
彦     

（
９
施
大
・
八
戸
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

２
曹 

監
物 

貴
宣 

 
  

（
釧
駐
業
・
釧
路
） 

 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 
 

２
佐 

    

中
村 

孝
夫    

（
上
富
駐
業
・
上
富
良
野
） 

 

曹
長 

    

山
本 

勝
紀    

（
１
０
２
全
支
大
・
真
駒
内
） 

 

曹
長 

    

近
藤 

   

聡 
 

（
１
０
１
全
支
大
・
島
松
） 
 

１
曹 

    

谷
内 

   

悟    

（
10
即
機
・
滝
川
） 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

２
尉 

 
 

石
橋 

資
庸 

 

（
１
０
１
中
交
通
・
札
幌
） 

 

１
曹 

 
 

石
井 

隆
生    

（
３
１
４
基
通
中
・
苗
穂
） 

 

１
曹 

 
 

佐
藤 

良
一    

（
３
１
４
基
通
中
・
美
唄
） 

 

２
曹 

 
 

菊
地 

隆
広    

（
３
０
１
基
シ
通
・
札
幌
） 

 

３
曹 

 
 

髙
木 

啓
登    

（
１
０
１
中
交
通
・
札
幌
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

（
以
上
、
７
月
31
日
付
） 

   

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

本
部
管
理
中
隊 

 

准
尉 

 
 

長
谷 

英
明 

 

（
３
０
７
ダ
・
大
久
保
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

曹
長 

 
 

敦
賀 

隼
人 

 

（
東
方
総
監
部
付
・
朝
霞
） 

 

曹
長 

 
 

藤
巻 

 

修 
 

（
12
施
隊
・
新
町
） 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

１
曹 

 
 

岡
村 

辰
二 

 

（
３
施
団
付
・
南
恵
庭
） 

 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 
 

１
尉 

 
 

高
野 

 

悟 
 

（
富
士
教
導
団
・
富
士
） 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

３
曹 

 
 

堀 
 

敏
也 

    

（
６
後
支
１
整
備
施
設
整
備
隊
・
神
町
） 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 
 

１
尉 

 
 

富
田 

悠
介    

（
１
０
１
野
外
病
院
隊
・
真
駒
内
） 

 

１
尉 

 
 

岩
本 

 

毅    

（
日
高
弾
薬
支
処
・
日
高
） 

 

曹
長 

 
 

萩
原 
滋
藩 

 

（
７
後
支
１
整
備
大
・
東
千
歳
） 

 

１
曹 

 
 

齊
藤 
政
途 

 

（
11
後
支
衛
生
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

 
 

志
村
真
佐
夫 

 

（
１
特
団
本
・
北
千
歳
） 

☆
駐
屯
地
内
異
動
☆ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

１
尉 

 

髙
橋 

秀
一   

（
３
９
９
施
中
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

２
曹 

 

武
蔵 

 

健 

（
本
管
中
） 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

２
曹 

 

米
内
山
太
郎 

（
本
管
中) 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

1
曹 

 

沼
田
富
士
男 

（
業
務
隊
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊  

 
 

  

１
尉 

 

松
枝 

秀
治 

 

（
群
本
部
） 

１
曹 

 

菅
原 

賢
二 

 

（
本
管
中
） 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

３
尉 

 
 

村
内 

勇
介 

 

（
３
１
３
基
通
中
・
東
千
歳
） 

 

１
曹 

 
 

勝
野 

孝
弘 

 

（
３
１
３
基
通
中
・
白
老
） 

 

２
曹 

 
 

佐
々
木
隆
司 

 

（
３
１
４
基
通
中
・
丘
珠
） 

★
転 

出
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

１
尉 

 

楢
山 

正
樹     

（
札
幌
地
本
・
北
千
歳
） 

 

（
以
上
、
８
月
１
日
付
） 

２
曹 

 
 

米
田 

裕
貴 

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

  

（
以
上
、
８
月
１
日
付
） 


